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展示会場やショッピングモール等に
おいてスマートフォン等により取得
された人の位置情報は、プライバ
シー保護のため集計化されることが
よくあります。本展示では、人が
“どこからどこへ移動したか”を追
跡できない集計データから、人の動
線を抽出する技術を提案します。

大規模な会場では、コストや空間的
な制約によって、未観測領域（通路
など）が頻繁に存在します。そのよ
うな状況で観測点間の移動をより適
切に捉えるために、観測点間の移動
時間を組み込んだ確率モデルを提案
します。これにより、従来よりも高
精度な人流推定が可能となります。

ユーザに関する多様なデータが観測
可能になると同時に、プライバシー
保護への関心が高まっています。プ
ライバシーが保護された状況におい
て、ユーザ行動の理解・分析を可能
とする技術の確立を目指します。こ
れにより、最適なユーザナビゲー
ション等の実現につながります。
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Probabilistic behavior model for discovering pedestrian flow

応用例：ユーザのプライバシーを保護したままで…
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観測点が少ない状況における集計データから人の動線を抽出

問題１：未観測領域が生じる！ 問題２：個人を追跡できない！
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展示会場の例
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 提案技術：複数の観測点における流入・流出量の関係を解析し、人の動線を抽出

 特徴：ブース間の移動時間の分布と観測点間の移動人数を同時に推定可能

矢印の太さ：移動人数

ナビゲーション

展示会場でオススメの

展示・ルートを案内

情報配信

ショッピングモールで

広告・クーポンを配信

どんなルートで
回ろう？

次はどの店で
買い物しよう？

ユーザの代表的な
移動ルートを分析

ユーザが行きやすい
店舗を分析

分析 分析

プライバシーを保護しつつ人の動線を抽出

～人流推定のための確率的行動モデル～
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